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二
月
十
日
、
常
議
員
会
を
開
催

し
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
の
報
告
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。

■
報
告
事
項

報
告
第
一
号
　
各
委
員
会
か
ら
の

　
報
告
に
つ
い
て

【
総
務
委
員
会
】

　

一
月
二
十
三
日
に
総
務
委
員
会

を
開
催
し
、
一
月
十
日
に
開
催
し

た「
新
春
会
員
交
流
会
」に
つ
い
て

協
議
を
し
た
。
ま
た
、
新
商
工
会

議
所
会
館
に
つ
い
て
、
全
国
の
事

例
な
ど
を
調
査
し
な
が
ら
協
議
を

し
た
。

【
商
業
委
員
会
】

　

十
一
月
十
三
日
に
商
業
委
員

会
を
開
催
し
た
。
今
期
の
課
題

と
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
へ
の

取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
の
活
用

な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
工
業
委
員
会
】

　

十
二
月
五
日
に
工
業
委
員
会
を

開
催
し
た
。
前
期
に
引
き
続
き

人
手
不
足
の
解
消
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
の
も
と
、働
き
方
改
革
、外

国
人
労
働
者
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
活

用
な
ど
協
議
を
し
て
い
く
。

【
中
小
企
業
委
員
会
】

　

一
月
二
十
七
日
に
中
小
企
業
委

員
会
を
開
催
し
た
。
北
海
道
経
済

産
業
局
を
招
き
各
種
補
助
金
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
三

月
四
日
と
十
八
日
に
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。（
感
染
症
予
防
の
た

め
セ
ミ
ナ
ー
は
中
止
）

【
都
市
問
題
委
員
会
】

　

十
二
月
二
日
に
金
融
交
通
不
動

産
部
会
役
員
会
と
合
同
で
会
議
を

開
催
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

新
幹
線
の
札
幌
以
北
延
伸
や
室
蘭

線
の
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
し

た
。

報‌�

告
第
二
号
　
岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム

建
設
券
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

　

発
行
総
額
六
億
九
五
〇
万
円
。

購
入
者
八
五
六
件
。
次
年
度
に
向

け
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議

を
し
て
い
る
。

報‌�

告
第
三
号
　
令
和
二
年
岩
見
沢

商
工
会
議
所
新
春
会
員
交
流
会

報
告
に
つ
い
て

　

出
席
者
数
は
来
賓
十
九
名
、
会

員
一
六
四
名
の
合
計
一
八
三
名
。

登
録
者
数
は
二
四
四
名
。
剰
余
金

九
二
、
七
二
七
円
に
つ
い
て
は
商

工
会
議
所
へ
繰
入
。

　

「
第
三
十
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま
つ
り
」
が
、
二
月

十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）
の

二
日
間
、
岩
見
沢
駅
東
市
民
広
場

公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ド
カ
雪
ま
つ
り
の
テ
ー

マ
は
「
ド
カ
雪
ま
つ
り
二
〇
二
〇

目
指
せ
令
和
最
初
の
金
メ
ダ
ル
」。

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
実
行
委
員
全
員
で
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
陸
上
自
衛
隊
岩
見
沢
駐

屯
地
の
隊
員
の
皆
様
に
は
、
立
派

な
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
兼
大
型
す
べ

り
台
を
制
作
し
て
頂
き
、
感
謝
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
催
期
間
中
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
頂
き

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
『
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
取
り
』

や
『
ふ
れ
あ
い
動
物
園
』
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
新
企
画
の
『
駆
け
ま

わ
れ
！
ウ
ィ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

二
〇
二
〇
』
に
も
受
付
開
始
か
ら
、

多
く
の
チ
ビ
ッ
子
た
ち
が
参
加
し
、

大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
人
間
ば
ん
ば
選
手
権
』

は
昨
年
よ
り
も
二
チ
ー
ム
増
え
、

十
二
チ
ー
ム
が
接
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

時
折
、
風
が
強
く
な
る
場
面
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ド
カ
雪
ま
つ
り

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
『
キ
ジ

鍋
』
や
『
豚
汁
』、『
自
衛
隊
特
製
カ

レ
ー
』
の
無
料
配
布
で
、
皆
様
に

温
ま
っ
て
頂
け
た
の
で
は
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、『
自
衛
隊
音
楽
ま
つ

り
』
や
、
商
店
街
で
の
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
会
場

周
辺
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

結
び
に
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ

Ａ
ド
カ
雪
ま
つ
り
」
開
催
に
あ
た

り
、
ご
協
賛
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

頂
い
た
各
団
体
、
企
業
様
に
心
よ

り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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常
議
員
会
開
催

令
和
元
年
度
第
七
回

盛
会
に
終
了
！

（
一
社
）岩
見
沢
市
観
光
協
会
よ
り

第30回

ド
カ
雪
ま
つ
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一
月
二
十
三
日
（
木
）、
米
原
嘉

孝
砺
波
商
工
会
議
所
副
会
頭
を
は

じ
め
と
す
る
「
富
山
県
砺
波
市
交

流
使
節
団
」
が
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

中
島
緑
さ
ん
か
ら
、
松
浦
会
頭

へ
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
四
月

二
十
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
国

内
最
多
七
百
品
種
、
三
百
万
本

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る

『
二
〇
二
〇
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ア
』の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

砺
波
市
と
は
、
明
治
二
十
六
年

に
富
山
県
か
ら
栗
沢
町
砺
波
地
区

に
入
植
・
開
墾
し
た
こ
と
が
縁
で
、

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容
は

「
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」【h

ttp
://fa
ir.

tu
lip
fa
ir.o
r.jp
/

】を
ご
覧
下
さ
い
。

　　

去
る
二
月
七
日
、
岩
見
沢
警
察

署
に
於
い
て
「
冬
季
特
別
術
科
訓

練
納
会
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
見
沢

警
察
官
友
の
会
新
谷
副
会
長
が
来

賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
は
一
月
二
十
七
日
か
ら
冬

季
特
別
術
科
訓
練
が
行
わ
れ
て
お

り
、
最
終
日
に
警
棒
対
短
刀
の
逮

捕
術
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
各
課
精

鋭
の
十
名
が
力
と
技
を
ぶ
つ
け
あ

い
、今
冬
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

岩
見
沢
警
察
官
友
の
会
で
は
、

社
会
の
安
寧
秩
序
を
守
り
日
夜
治

安
維
持
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
警
察
署
員
の
方
々
の
支
援
、
市

民
の
理
解
と
協
力
を
深
め
、
相
互

の
親
睦
を
は
か
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
会
員
の
募

集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
合
わ
せ
先
》

岩
見
沢
警
察
官
友
の
会　

事
務
局

℡
〇
一
二
六

−

二
二

−

三
四
四
五

感染症対策
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「こまめな手洗いとアルコール消毒」や
「マスクの着用を含む咳エチケット」です。職場やご家庭での予防に努めていただくよう
お願いします。当所では、新型コロナウイルスに関する経営相談窓口を設置しましたので、お気軽に
ご相談ください。

へのご協力を
お願いします

厚生労働省のＨＰでは主なＱ＆Ａを事業者向け、労働者向けに掲載しています。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

主な事業者向け相談窓口や支援制度については下記よりご確認ください。
中小企業向け相談窓口及び融資制度について
☎011-204-5346　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/csk/kny/yuushi/korona.htm

相談窓口・主な融資制度
☎011-726-4221　https://www.jfc.go.jp/n/finance/saftynet/covid_19.html

「緊急短期資金保証制度」の取り扱いについて
☎0120-279-540　http://cgc-hokkaido.or.jp/news/?p=1709

北海道

日本政策
金融公庫

北海道信用
保証協会

砺
波
市
交
流
使
節
団
来
所

岩
見
沢
警
察
署

冬
季
特
別
術
科
訓
練
納
会

岩
見
沢
警
察
署

冬
季
特
別
術
科
訓
練
納
会

４月６日㈪　第155回日商簿記検定試験申込受付開始

　　14日㈫　会員向け無料労務相談

　　15日㈬　会員向け無料法律相談

　　20日㈪　第219回日商そろばん検定試験

　　　　　　申込受付開始

３月17日㈫　会員向け無料労務相談

　　18日㈬　会員向け無料法律相談

３月17日㈫、18日㈬のパソコン講習会、18日㈬のITツールセミナー、
28日㈯、29日㈰のリフォームフェアは中止となりました。

～3月、4月の会議所行事予定～～3月、4月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事をお知らせします！
（3月10日現在）なおホームページでは、新情報を随時更新しています。
http://www.iwamizawacci.or.jp/
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十
一
月
二
十
日
～

一
月
三
十
日
受
付
分　

■
大
和
塗
装
工
芸

代
表
者
：
佐
藤　

初
男

住　

所
：
日
の
出
台
八
丁
目
十
三

−

十
四

（
業 

種
：‌�

塗
装
工
事
業
）

■
㈱
星
野
営
繕
企
画

代
表
者
：
星
野　

祐
哉

住　

所
：
一
条
西
八
丁
目
一

−

五

（
業 

種
：‌�

一
般
土
木
建
築
工
事
業
）

■‌�

㈱
Ｌ
Ｋ
Ｉ

代
表
者
：
山
本　

司

住　

所
：
東
山
五
丁
目
十
番
五
号

（
業 

種
：‌

保
険
媒
介
代
理
業
）

■
㈲
ケ
イ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
者
：
仁
志　

紘
一

住　

所
：
四
条
西
十
三
丁
目
十
五

（
業 

種
：‌

不
動
産
賃
貸
業
・
管
理
業
）

■‌�

㈱
レ
イ
ズ

代
表
者
：
余
湖　

久
智

住　

所
：
二
条
西
三
丁
目
三
番
二
号

　
　
　
　

�

三
共
ビ
ル
一
階

（
業 

種
：‌�

老
人
福
祉
、
介
護
事
業

�

（
訪
問
介
護
事
業
を
除
く
））

（
敬
称
略
）

ご入会ありがとうございますご入会ありがとうございます

岩見沢商工会議所  新会員募集中！

商工会議所のサービスをご利用ください！

岩見沢商工会議所は、地域の総合経済団体として、地区内商工業者の声をとりまとめ、国や
北海道、岩見沢市等へ要望・提言活動を行っています。
より多くのご意見・ご要望を集約するため、岩見沢商工会議所では、新会員を募集中です。

金融相談 労務相談 法律相談

共済制度

など、いろいろ
あります！

お問合せはお気軽に岩見沢商工会議所まで！（ＴＥＬ：0126-22-3445）

税務・経理指導 各種保険制度

会員交流会 講習会・セミナー

雇用保険制度の一部が変わります

　65歳以上の労働者も雇用保険の適用対象となっていますが、経過措置として、平成29年１月１日
から令和２年３月31日までの間は、高年齢労働者※に関する雇用保険料は免除されていました。
　高年齢労働者※も令和2年４月分給与から一定比率負担いただくことになります。

令和２年度より 高年齢被保険者の雇用保険料は免除されておりましたが、
64歳以上の労働者についても雇用保険料が発生します。

（※）保険年度の初日（４月1日）において満64歳以上である労働者であって、
　　 雇用保険の一般被保険者となっている方を指します。

令和２年４月１日からは高年齢労働者※についても、ほかの雇用
保険被保険者と同様に雇用保険料の納付が必要となります。
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■
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事
業
概
要

　

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事

業
は
、
岩
見
沢
市
の
支
援
を
頂

き
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
岩
見

沢
市
内
の
経
済
の
好
循
環
と
岩
見

沢
市
民
の
住
宅
環
境
改
善
の
促
進

を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
は
、
発
行
総
額

六
億
九
百
五
十
万
円
（
当
初
発
行

総
額
五
億
九
千
八
百
万
円
）、プ
レ

ミ
ア
ム
率
は
十
五
％
、
一
口
五
万

円
（
額
面
五
万
七
千
五
百
円
）、岩

見
沢
市
民
の
み
が
購
入
で
き
、
自

身
が
居
住
す
る
建
物
の
改
修
等
に

使
用
で
き
ま
す
。

■
実
績

　

購
入
件
数
は
八
五
六
件
と
な
り
、

建
設
券
を
利
用
し
た
工
事
の
総
工

事
費
は
約
十
一
億
四
千
七
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
扱
い
事
業

者
の
登
録
数
は
二
〇
一
事
業
者
と

な
り
ま
し
た
。

■
購
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

建
設
券
を
活
用
し
て
実
施
し
た

工
事
等
に
つ
い
て
、
購
入
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
購
入
し
た
市
民
八
五
六
人

で
、
回
収
率
は
一
〇
〇
％
で
す
。

①
工
事
種
別
件
数

　

‌�「
屋
根
、
外
装
」
が
最
も
多
く

四
五
二
件
（
五
二
・
八
〇
％
）、

次
い
で「
住
宅
設
備
」の
一
六
三

件
（
一
九
・
〇
四
％
）、「
外
構
」

の
一
二
八
件
（
一
四
・
九
五
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
工
事
を
行
っ
た
き
っ
か
け

・‌�「
建
設
券
が
き
っ
か
け
で
工
事
す

る
」
六
八
八
件
（
八
〇
・
三
七
％
）

・‌�「
建
設
券
が
き
っ
か
け
で
市
内
業

者
に
依
頼
す
る
」
六
九
二
件

　

�

（
八
〇
・
八
四
％
）

③‌�

建
設
券
を
き
っ
か
け
と
す
る
、

設
備
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た

工
事
ま
た
は
追
加
工
事

・「
あ
っ
た
」
一
四
三
件

�

（
一
六
・
七
一
％
）

・「
な
か
っ
た
」
六
七
〇
件

�

（
七
八
・
二
七
％
）

・「
わ
か
ら
な
い
」
四
三
件

�

（
五
・
〇
二
％
）

④‌�

「
追
加
工
事
等
が
あ
っ
た
」

　

一
四
三
件
の
内
訳

�

（
工
事
箇
所
一
五
二
件
）

　

十
万
円
未
満
の
追
加
工
事
が

四
四
件
と
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

一
〇
〇
万
円
以
上
の
追
加
工
事
は

一
三
件
と
な
っ
た
。

■
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

建
設
券
事
業
の
効
果
を
調
査
す

る
た
め
、
登
録
事
業
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
全
登
録
事
業
者
の
二
〇
一

事
業
者
で
、
一
六
二
件
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

①
事
業
参
加
に
よ
る
感
想
等

　

‌�「
営
業
手
段
と
し
て
有
効
だ
っ

た
」
が
最
も
多
く
一
〇
四
件

（
四
七
・
九
三
％
）、次
い
で
「
自

社
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
」
が
三
三

件
（
一
五
・
二
一
％
）
と
な
っ
た
。

②‌�
前
年
度
と
比
較
し
た
際
の
変
化

に
つ
い
て
（「
増
加
し
た
」
と
回

答
し
た
件
数
）

・
見
積
依
頼
件
数
：
七
二
件

�

（
四
四
・
四
四
％
）

・
工
事
着
工
件
数
：
六
六
件

�

（
三
四
・
五
七
％
）

・
新
規
顧
客
獲
得
件
数
：
三
九
件

　

�

（
二
四
・
〇
七
％
）

・
売
上
高
：
四
七
件

�

（
二
九
・
〇
一
％
）

・
利
益
：
五
〇
件（
三
〇
・
八
六
％
）

■
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

　

建
設
券
事
業
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
に
つ
い
て
は
、
新
規
に
誘
発

さ
れ
た
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効

果
と
し
て
十
四
・
七
七
億
円
、建
設

券
事
業
全
体
に
よ
る
経
済
波
及
効

果
は
二
一
・
五
三
億
円
と
算
出
し

ま
し
た
。

■‌�

令
和
二
年
度
岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア

ム
建
設
券
事
業
に
つ
い
て

　

購
入
者
で
あ
る
市
民
や
登
録
事

業
者
か
ら
は
事
業
の
継
続
を
望
む

声
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
二
年
度
に
つ
い
て
も
岩
見
沢
市

に
対
し
て
支
援
要
請
を
行
い
、
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
内
容
が

決
定
次
第
、
前
回
ご
参
加
い
た
だ

い
た
建
設
関
連
事
業
者
の
皆
様
に

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
見
沢

プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券

　
　
　事
業
報
告
　

平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）

0 10 20 30 40 50
未回答

100万以上
90万～100万未満
80万～90万未満
70万～80万未満
60万～70万未満
50万～60万未満
40万～50万未満
30万～40万未満
20万～30万未満
10万～20万未満

10万未満 44件 28.95％
追加工事金額別内訳

31件 20.39％
15件 9.87％

13件 8.55％
0件 0.00％

23件 15.13％
5件 3.29％

4件 2.63％

3件 1.97％

1件 0.66％

9件 5.92％

4件 2.63％

0 100 200 300 400 500
その他
耐震補強
増築

融雪設備
中古改築
解体
新築
内装
外構

住宅設備
屋根、外装 452件 52.80％

工事種別件数

163件 19.04％
128件 14.95％

4件 0.47％
1件 0.12％

65件 7.59％
12件 1.40％

10件 1.17％

1件 0.12％

12件 1.40％

8件 0.93％

0 50 100 150

その他

顧客への説明や換金などの
手間が増え大変だった

換金手数料の費用負担が
大きかった

自社のPRになった

新たな需要の掘り起こしに
効果があった

営業手段として有効だった 104件 47.93％

26件 11.98％

33件 15.21％

27件 12.44％

0件 0.00％

27件 12.44％

事業参加による感想
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
一
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

一
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
二
六
・
八
（
前
月
比
プ
ラ

ス
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
）。
都
市
部
の

再
開
発
を
中
心
と
す
る
民
間
工
事

が
堅
調
な
建
設
業
や
、
米
中
貿
易

摩
擦
・
中
国
経
済
減
速
の
影
響
が

あ
る
も
の
の
、
半
導
体
関
連
に
持

ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
始
め
た

製
造
業
に
加
え
、
年
末
年
始
の
長

期
連
休
に
よ
り
好
調
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
の
恩
恵
を

受
け
た
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
の

業
況
感
が
改
善
し
た
。
一
方
、
根

強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
や
記
録

的
な
暖
冬
に
よ
る
冬
物
商
材
の
不

振
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
人
件
費

の
上
昇
、
原
油
価
格
の
行
方
、
世

界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
を
指

摘
す
る
声
も
多
く
、
中
小
企
業
の

業
況
改
善
に
向
け
た
動
き
は
力
強

さ
を
欠
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

二
六
・
九
（
今
月
比
▲
〇
・
一
ポ
イ

ン
ト
）。
個
人
消
費
拡
大
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要
拡

大
、
補
正
予
算
な
ど
経
済
対
策
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
や
、
人

件
費
の
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失

な
ど
人
手
不
足
の
深
刻
化
の
影
響
、

原
油
価
格
を
含
む
原
材
料
費
の
上

昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁

の
遅
れ
、
貿
易
摩
擦
や
世
界
経
済

の
動
向
、
日
韓
情
勢
の
行
方
な
ど

不
透
明
感
が
増
す
中
、
中
小
企
業

の
業
況
感
は
慎
重
な
姿
勢
が
続
く
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
サ
ー
ビ

ス
業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
の
他
四

業
種
で
改
善
と
な
っ
た
。
各
業
種

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ

ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
国
土
強
靭
化
計
画
に

基
づ
き
公
共
工
事
に
は
大
型
予
算

が
つ
き
、
好
況
を
維
持
し
て
い
る
。

今
後
は
民
間
工
事
に
期
待
し
て
い

る
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
が
製
造
業

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
受
注

し
て
い
た
工
場
の
建
設
工
事
が
昨

年
か
ら
延
期
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。」（
一
般
工
事
業
）、「
民

間
工
事
を
中
心
に
受
注
量
は
確
保

し
て
い
る
が
、
人
手
不
足
が
深
刻

で
付
き
合
い
の
あ
る
他
県
の
業

者
に
作
業
員
を
派
遣
し
て
も
ら

い
、
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
る
状

態
。
現
状
以
上
の
受
注
は
見
送
ら

ざ
る
を
得
ず
、
売
上
が
伸
び
な
い
。

ま
た
、
人
件
費
の
負
担
が
大
き
く
、

採
算
が
取
れ
な
い
現
場
も
出
て
き

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
。」

（
土
木
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
多
品
種
少
量
生
産
の

ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
対
応
し
、

売
上
を
維
持
し
て
き
た
が
、
最
近

さ
ら
に
小
口
の
注
文
が
増
え
、
今

後
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
米

中
貿
易
摩
擦
が
落
ち
着
き
始
め
た

と
思
っ
た
矢
先
に
中
東
情
勢
が
緊

迫
化
し
、
冬
場
の
消
費
量
が
多
い

燃
料
の
価
格
高
騰
を
懸
念
し
て
い

る
。」（
陶
磁
器
製
造
業
）、「
中
国

向
け
に
輸
出
し
て
い
る
取
引
先
企

業
の
出
荷
量
が
一
時
の
極
端
な
落

ち
込
み
か
ら
回
復
し
た
た
め
受
注

が
伸
び
、売
上
は
改
善
し
た
。し
か

し
、
中
国
経
済
の
不
透
明
さ
や
不

安
定
な
中
東
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
、
再
び
業
績
が
落
ち
込
む
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
先
行
き
に
対
す

る
不
安
感
は
拭
え
な
い
。」（
自
動

車
・
附
属
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
社
員
の
努
力
も
あ
り
、

特
に
都
市
部
の
営
業
所
で
受
注
が

伸
び
た
た
め
昨
年
度
の
実
績
を
上

回
る
売
上
を
記
録
し
、
採
算
も
改

善
し
た
。し
か
し
、仕
入
れ
先
の
大

手
製
造
メ
ー
カ
ー
の
業
績
不
振
が

続
い
て
お
り
、
今
後
の
影
響
を
懸

念
し
て
い
る
。」（
建
築
材
料
卸
売

業
）、「
平
均
気
温
が
平
年
を
上
回

る
暖
冬
傾
向
が
続
い
た
た
め
、
葉

物
野
菜
や
重
量
野
菜
な
ど
あ
ら
ゆ

る
冬
野
菜
の
生
育
が
進
み
、
相
場

価
格
が
下
落
し
て
い
る
ほ
か
、
鍋

物
向
け
を
中
心
に
引
き
合
い
が
鈍

く
、
売
上
が
伸
び
な
い
。
農
家
も

豊
作
貧
乏
の
状
態
に
な
っ
て
い
る

が
、
し
ば
ら
く
こ
の
状
況
が
続
く

見
込
み
。」（
農
産
物
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
一
月
二
日
か
ら
営
業

を
開
始
し
、
福
袋
の
販
売
な
ど
初

売
り
商
戦
に
対
応
し
た
。
年
始
か

ら
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
た

め
初
詣
や
初
売
り
に
出
か
け
る
人

が
多
く
、
賑
わ
い
が
あ
り
、
昨
年

よ
り
も
客
足
が
好
調
で
売
上
が
伸

び
た
。
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
消

費
の
冷
え
込
み
が
少
し
ず
つ
戻
っ

て
き
た
印
象
も
あ
る
。」（
化
粧
品

小
売
業
）、「
年
明
け
か
ら
福
袋
の

販
売
と
お
歳
暮
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の

処
分
セ
ー
ル
を
行
い
、
今
年
の
福

袋
は
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
食

料
品
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
し
た
。

暖
冬
の
影
響
で
冬
物
商
材
の
動
き

が
鈍
く
、
特
に
コ
ー
ト
類
な
ど
の

重
衣
料
品
の
販
売
不
振
が
続
き
、

全
体
と
し
て
は
昨
年
に
比
べ
売
上

が
落
ち
込
ん
だ
。」（
百
貨
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
規
模
縮
小
が
決

ま
っ
た
も
の
の
雪
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
観
光
需
要
は
堅
調
だ
が
、

中
国
で
発
生
し
た
新
型
肺
炎
の
影

響
を
懸
念
。」（
旅
行
業
）、「
日
本

人
の
ス
キ
ー
客
は
減
少
し
て
い
る

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
伸
び

て
お
り
、
単
価
も
上
昇
し
て
い
る
。

し
か
し
、
記
録
的
な
雪
不
足
に
よ

り
、
繁
忙
期
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

に
も
関
わ
ら
ず
予
約
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
い
で
い
る
。
二
月
は
昨

年
の
一
・
二
倍
の
予
約
が
入
っ
て

い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
ら

な
け
れ
ば
、
今
後
も
苦
戦
が
続
き

そ
う
。」（
宿
泊
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

１9年
８月 ９月 10月 11月 12月

20年
１月

先行き見通し
２月〜４月

全  産  業 ▲ 21.0 ▲ 20.0 ▲ 24.1 ▲ 26.8 ▲ 29.4 ▲ 26.8 ▲ 26.9

建 設 ▲ 9.5 ▲ 4.8 ▲ 7.9 ▲ 6.9 ▲ 12.8 ▲ 10.4 ▲ 15.4

製 造 ▲ 23.1 ▲ 21.1 ▲ 25.3 ▲ 28.5 ▲ 35.8 ▲ 31.1 ▲ 30.0

卸 売 ▲ 25.2 ▲ 30.6 ▲ 26.9 ▲ 29.4 ▲ 31.4 ▲ 28.9 ▲ 25.5

小 売 ▲ 31.1 ▲ 27.5 ▲ 38.6 ▲ 42.4 ▲ 40.4 ▲ 38.0 ▲ 35.9

サービス ▲ 15.9 ▲ 17.1 ▲ 20.4 ▲ 23.8 ▲ 23.9 ▲ 23.4 ▲ 24.9
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
、
令

和
二
年
度
税
制
改
正
で
、
寄
附
し

や
す
い
仕
組
み
に
見
直
さ
れ
、
令

和
六
年
度
ま
で
適
用
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

一
．
制
度
の
概
要

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
内

閣
府
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体

の
地
方
創
生
事
業
に
対
し
、
企
業

が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
法
人
税

等
か
ら
税
額
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
、
納
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

寄
附
金
額
の
下
限
は
十
万
円
で
、

平
成
二
十
八
年
か
ら
運
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
制
度
上
、
地
方
公

共
団
体
と
企
業
の
両
方
で
活
用
し

に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
当
初
考

え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
、
寄
附
額
や

寄
附
件
数
が
伸
び
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

二
．
制
度
改
正
の
内
容

　

そ
こ
で
今
年
度
税
制
改
正
で
大

幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
多
く
の
企
業
が
利
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
税
額
控
除
割

合
を
三
割
か
ら
六
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
現
行
の
寄
附
の
全
額

損
金
算
入
に
よ
る
法
人
税
等
の
約

三
割
の
税
額
軽
減
に
寄
付
額
の
六

割
が
税
額
控
除
に
な
り
ま
す
の
で
、

法
人
税
等（
国
税
＋
地
方
税
）の
軽

減
効
果
は
、
最
大
で
寄
附
額
の
約

九
割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
企
業
側
の
こ
の
寄

附
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

高
ま
る
で
し
ょ
う
。

三
．
認
定
手
続
の
簡
素
化

　

こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
が
寄

附
を
活
用
す
る
地
方
創
生
事
業
の

個
別
事
業
ご
と
に
地
方
再
生
計
画

を
作
成
し
、
内
閣
府
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
認
定
手
続

き
は
年
三
回
と
限
定
さ
れ
て
い
て
、

新
た
に
個
別
事
業
に
寄
附
を
充
当

す
る
場
合
や
事
業
内
容
等
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

寄
附
側
の
企
業
の
事
情
と
、
受
け

皿
と
な
る
地
方
創
生
事
業
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
地
方
創
生

に
資
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
が
大

枠
で
確
認
で
き
れ
ば
、
個
々
で
認

定
を
受
け
な
く
て
も
、
包
括
的
な

認
定
で
構
わ
な
い
と
す
る
方
式
に

転
換
さ
れ
ま
し
た
。

四‌�

．
事
業
費
確
定
前
の
寄
付
も
受

領
可
能
に

　

さ
ら
に
、
企
業
が
寄
附
し
た
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
寄
附
を
可
能
に

す
る
た
め
、
寄
附
時
期
の
制
限
緩

和
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
行
制

度
で
は
原
則
、
地
方
創
生
事
業
の

事
業
費
が
確
定
す
る
ま
で
は
寄
附

の
受
領
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
改
正
後
は
、
地
域
再

生
計
画
の
認
定
後
で
あ
っ
て
も
、

「
寄
付
の
金
額
の
目
安
」
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、
事
業
費
確
定
前
の

寄
付
の
受
領
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

記
事
協
力

税
理
士
法
人
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ

代
表
社
員
・
税
理
士　

木
村　

聡

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
生
ま
れ
／
北
海
道
税
理
士

会
岩
見
沢
支
部
所
属

経
営
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

全国健康保険協会 北海道支部
協会けんぽ

令和２年度北海道支部の保険料率が変更になります

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ

令和２年度の健康保険・介護保険料率は３月分（４月納付分）から変更となります。
皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 ※保険料額表はホームページをご覧ください。

①40歳以上65歳未満の加入者（被保険者）さま

※任意継続被保険者の方は４月分（４月10日納付期限分）から変更となります

協会けんぽ 検索電話  011－726－0352（代表）

令 和 元 年 度

12.04％
健康保険料率
10.31％

介護保険料率
1.73％

令 和 ２ 年 度

令 和 ２ 年 度②上記①以外の加入者（被保険者）さま
令 和 元 年 度

1 2 . 2 0％
　健康保険料率
10.41％

（＋0.10％）

　介護保険料率
1.79％

（＋0.06％）

1 0 . 4 1％
　健康保険料率
10.41％

（＋0.10％）

介護保険料率10.31％
健康保険料率
10.31％

介護保険料率

令和２年３月分（４月納付分）から変更


